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1990 年、人文学部を有する全国の四年制大学 107 校のうち、日本語・日本文
学科は 44 校だけであった。ところが、1990 年代の大学増加に伴って日本学科
の新設が続いた。ちょうど、戦後世代の研究者が日本留学から帰国し、教育の


























































学科名（Classification） 学科数 学生数（合計） 女子学生
〈人文学〉 〈Humanities〉 1,573 267,549 149,697
［言語・文学］ ［Linguistics & Literature］ 936 169,433 102,616
言語学 Linguistics 9 1,066 619
国語・国文学 Korean Language & Literature 163 28,475 17,297
日本語・文学 Japanese Language & Literature 105 20,570 12,404
中国語・文学 Chinese Language & Literature 138 24,844 15,089
その他、アジア語・文学 Other Asian Language & Literature 36 6,302 3,414
英米語・文学 English Language & Literature 238 51,101 31,118
ドイツ語・文学 German Language & Literature 65 8,348 5,105
ロシア語・文学 Russian Language & Literature 26 4,306 2,139
スペイン語・文学 Spanish Language & Literature 17 4,017 2,413
フランス語・文学 French Language & Literature 54 8,181 6,211
その他、ヨーロッパ語・
文学 Other European Language & Literature 33 4,948 2,798











争と脱落を前提に審査が行われることになっている。2012 年 7 月現在、人件
費を含めて、年に 404 億ウォンの予算が 54 カ所の研究所に支給されている。
選定された研究所に対しては、3年ごとに 3段階の審査を実施する。そこで脱
落しなければ、中規模の研究所には年間 8億ウォン、大規模な研究所には年







イトルを前面に出している研究所は、1970 年代に 2カ所あったが、1990 年代







relation=biz&c_relation2=0&c_no=237&c_now_tab=0（2012 年 6 月検索）
6　	金容儀「日本学研究の現況と課題――国内大学の﹁日本学研究所﹂を中心に」（김용의 ,	
일본학연구의 현황과 과제 - 국내 대학교의 ‘일본학연구소’를 중심으로 ,	한국일본어문

























になれる）だけを見ても、1998 年に 9 件だったのが、2010 年には 530 件に増
えている。
















　表 3は、2012 年 1 月現在、研究財団の日本とアジアに関係する登載誌と登
載候補誌に、非登載誌を加えたものである。これらの学術誌は、各大学の日本
とアジアの研究所、または関連学会が発行したものである。その中に、日本研
































































































































































































































































































































相似性を有している 8。また 1980年代に、1945年から 55年まで日韓で交わされ
8　	その相似性は、1980 年代に韓国社会の変革運動の理論書として読まれた書籍に散見され
るが、たとえば、朴玄埰『韓国経済の構造と論理――朴玄菜評論集』（풀빛、1982）、姜
















































































識』（明石書店、2010）。韓国語版は、일본 ,	만화로 제국을 그리다／일조각、2006。なお、
韓相一『知識人の傲慢と偏見―― ﹃世界﹄と韓半島』（（지식인의）	오만과 편견 :	〈세카이〉






















































































































　しかし 90 年代に、日本は「失われた 20 年」に入り、韓国は高度消費社会に入っ
た。この時代の変化を受けた韓国では、これ以上日本を「絶対的な他者」とし
て排除できないという考えが現れ、視線が複雑化した。まず日本は、成長以後（ポ
スト近代）の社会問題を映し出す「反面教師」として捉えられた。一方、世界
市場では韓国の大企業が日本に追いつき、時に世論は「克日」の達成の喜びを
隠さない。しかし、日本の低成長を「他山の石」としようとする人々も、日本
の底力（fundamental）を無視することはできず、韓国の成長エンジンに陶酔
する人々も、バブル経済以降の不確実な未来に対する不安を隠せずにいる。
　確かなのは、日本が韓国の現在と未来を映す鏡であり、韓国人の自己省察に
欠かせない問題が日本で起きているということである。高齢化・少子化・青年
の失業・格差・財政赤字・地域経済の衰退・福祉行政の危機・防災と社会安全
システム・資源とエネルギー・国際社会での積極的な役割と立場は、すでに韓
国社会も直面している問題である。日韓に共通する社会問題は、「日本の中の
我ら」なのか、「我らの中の日本」なのか、その内外を区別することが無意味
な「メビウスの輪」のような様相を呈している。日本が抱える危機は、グロー
バルな文明社会が共有する問題でもある。またグローバル社会に生きる皆が文
明社会の問題を解決すべき当事者である今日、親日・反日・克日は、もはや未
来に対して建設的な意味を持たなくなっている。
　2008 年の世界の経済危機以後、好転に向かった日本の景気は、3・11 の打撃
によって再度落ち込んだ。ところが日本の賢明な人々は、「経済成長」より「成
趙 寛子
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熟社会」を追求する。「成熟」とは、高齢化社会の現象を肯定したり、資本主
義の競争を回避して生産性の向上を拒否するような論理ではない。また、社会
体制の革命的な変化を追い求めることでもない。それは人間の感性の満足を通
じて、環境に優しい生産文化と消費のプロセスを活性化させる試みといえよう。
成熟した社会は、多文化の共存や国際社会への平和的な貢献を追求し、生態系
の循環と未来の秩序を創出する意志を持つものである
　「成熟」という概念を人文学と社会科学の観点から考えてみよう。まず人々
は最大限に共感し合意することのできる価値体系を言語化し、日常生活の中で
具現する方法を探る。そして個人の生活や意識の中に内面化された価値は、社
会全体の文化的価値および公的秩序を創出していく。こうした個人と社会をつ
なぐ文化的基盤は、高速成長のように「できるだけ早く」処理して形成できる
ものではない。意志疎通と調和を守り抜く真心と忍耐の姿勢が必要である。こ
のような観点によって、原発依存から脱しようとする日本社会の努力に期待す
る。
　日本の「成熟」は日本を見つめるものの成熟をももたらすだろう。しかし、「先
行する」日本に「追いつこう」とする、模倣と専有（appropriation）だけでは、
韓国社会の成熟は期待できない。「成長」は、物理的な結果を「成長値」とし
て見せ、国際社会の承認を得ればよい。しかし「成長」が衰退していく中で到
達する「成熟」は、文化・歴史的経験によって育まれる「個性的な雰囲気」で
あり、歳月をかけて得た経験を普遍的な倫理と社会秩序の中で応用する「問題
解決の能力」である。中国の成長を驚異的に見ながらも、中国のグローバル・
リーダーシップを信頼することができないという考えも、結局のところ、資本
主義化が急激に進んでいる中国社会の「成熟」を待っているからである。
　企業による革新的競争は、グローバル社会においてより熾烈に「追いつき」「追
い越せ」を繰り返し、また勝敗をひっくり返すことになる。ところがグローバ
ルな社会の人々は平和な共存を追求する。共存は、個別社会の「成長」ではな
く、「成熟」に対する信頼の中で維持されるものである。学問は、自分たちの
共同体の自立とグローバルな社会の共存に寄与できる。したがって、日本の多
様な「成熟」の可能性を、日本の歴史と文化や政治社会構造の全般にわたって
緻密に探求することは、新たな日本研究の可能性を開くことになるのではない
かと考える。
